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美しい農村景観を、取り戻す：棚田景観を「評価」してみよう

准教授 平児 慎太郎
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生物資源経済学研究室

日本の農業・農村にとっての棚田
-その保全・管理に向けた社会的な合意形成を目指して-

【背景】 日本では、国土面積の74％、農地面積や農業産出
額の40％ほどが中山間地域(図1)に分布している。すなわち、
日本の農業・農村を考える上で中山間地域は非常に大きな位置
づけを占めている。これまで大規模で効率的な農業経営の展開
が強く推進されてきたが、一方で中山間地域や島しょ部はこう
した経営の展開が難しく、条件不利地域(Disadvantage area)
とも呼ばれている。条件不利地域では、経営展開の困難さばか
りでなく、農業集落の過疎化や耕作放棄地の発生などネガティ
ブな問題が少なくない。
【棚田】 山の斜面や谷間の傾斜地(傾斜20分の1以上)に階段
状に作られた水田であり、中山間地域に多く分布する。

【研究の着眼点】 これまでの研究成果では、例えば市民に支
払意思額(WTP: Willingness to pay)-棚田の保全に対していく
ら支払う意思があるか?-を計測することにより、棚田の存在価
値や保全価値を貨幣タームで評価してきた。
→これを定量的(Quantative)な分析という。

一方で、さらに分析枠組みが精緻化されてきた。その一つに
テキストマイニング手法を用いた共起ネットワーク分析がある。
当研究室の教員、大学生は、例えば市民に対して「棚田につい
てどのようなイメージを持っているか?」と尋ね、自由回答で
得られたデータから語を抽出することにより、棚田に対するイ
メージや認識、語の共起性を解析している。解析の結果得られ

た出力の一つ-共起ネットワーク図-(図2)を示す。棚田に対す
るイメージや認識を形成する語やそれらの共起性から、市民の
どのような部分への訴えかけが棚田の保全・管理を促す上で有
効かを検証している。
→これを定性的(Qualitative)な分析という。
【私たちが目指すもの】 ここまで述べてきたように、日本の
農業・農村を考える上で、棚田の保全・管理のあり方が重要な
部分の一角を占めている。さらに、近年、棚田を利用した農業
体験やキャンプ、里山散策、ライトアップなど、地域活性化の
コンテンツとして採用されることも増え、こうしたことへの対
応へのcommitの仕方も考えることが求められている。

農学を学ぶことを通じて、農業・農村の“今の姿︓置かれた
状況”を正しく捉え、“将来の姿”について、地域活性化や地域
経済のあり方も含めて考える…私たち生物資源経済学研究室の
仕事はそのための“処方箋づくり”である。

図1 中山間地域のイメージ
引用︓農林水産省HP 
https://www.maff.go.jp/j/nousin/tyusan/siharai_seido/s_about/cyusan/
(2024/03/24確認)

図2 棚田に対する共起ネットワーク図
被験者は富山県在住者589名に対し、棚田、棚田米、棚田オーナー制度に対するイ
メージを尋ねた。 (2019/02に平児が実施)
語を囲むNord間を結ぶEdge上の数値は語の共起性を示すJaccard係数。
引用︓日本環境教育学会中部支部会(2020/12)の報告資料より抜粋
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acid accumulation and reduced defense against spider mite (Tetranychus urticae) in liverwort (Marchantia polymorpha). Plant Biotechnology, 39: 191–194.
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plants. Frontiers in Plant Science, 12: 695701.
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昆虫の発生，進化，生態から害虫管理まで
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昆虫学研究室

100 万を超える種類が知られている昆虫類は，地球上で最大の繁栄を

遂げた動物群の一つです．この昆虫類はどのような進化の道筋をたどり，

現在に至ったのでしょうか．

昆虫学研究室では，①昆虫類の小さな卵の中で起こる胚発生過程を厳

密に追跡し，②比較検討を通して各群の本質的な特徴（グラウンドプラ

ン）を把握，そして③これらのデータと論考に基づき，昆虫類の進化の過

程を描き出すという，比較発生学的な立場からの研究を行っています．

本研究室が採用する「純形態学的な手法に基づく発生学的アプローチ」

は，昆虫類の系統進化を理解する上でたいへん有効であるものの，国外

ではすでに継承が途絶えています．本研究室に蓄積されている昆虫比較

発生学研究のノウハウは，世界的にも貴重なものです．

外部形態観察

組織切片観察

昆虫の発生から進化を考える比較発生学研究

害虫管理に結びつける生態学研究

植物は，様々な植食性昆虫から食害を受けるため，進化の過程で様々

な防衛能力を獲得してきました．植食性昆虫に対する植物の防衛は，害

虫管理に利用できる可能性があります．

昆虫学研究室では，植食性昆虫に対して①毒や忌避物質，トゲなどで自

ら身を守る植物の直接的な防衛能力と②天敵昆虫などの他の生物によ

り身を守ってもらう植物の間接的な防衛能力を明らかにし，③これら植

物の防衛能力を利用して圃場内で害虫の発生が抑制されるかどうかを

評価するという，基礎から応用へ結びついた研究を行っています．

植食性昆虫から食害された植物は，特別な香りを放出し，天敵昆虫を誘

引します．研究テーマの1つとして，この特別な香りを人工合成したもの

（天敵誘引剤）を圃場に設置し，作物が食害を受ける前から防除対象の害

虫の天敵昆虫を誘引し，害虫の発生を抑制する試みを行っています．ま

た，圃場内の天敵昆虫を維持するため給餌技術の開発も行っています． 天敵給餌容器

天敵誘引剤

研究テーマ

研究内容

STAFF

最近の主な論文・著書／・Mtow S, Tsutsumi T, Masumoto M, Machida R (2023) Revisiting the formation of midgut epithelium in Zygentoma (Insecta) from a developmental study of the firebrat 
Thermobia domestica (Packard, 1873) (Lepismatidae). Arthropod Structure & Development, 73: 101237. 

・Mtow S, Tsutsumi T (2022) Body pigmentation during embryogenesis first found in stoneflies:a case of Megaperlodes niger Yokoyama, Isobe & Yamamoto, 1990(Insecta: Plecoptera, Perlodidae). 
Fragmenta Entomologica, 54: 273–278.

・Koeduka T, Takaishi M, Suzuki M, Nishihama R, Kohchi T, Uefune M, Matsui K (2022) CRISPR/Cas9-mediated disruption of ALLENE OXIDE SYNTHASE results in defective 12-oxo-phytodienoic 
acid accumulation and reduced defense against spider mite (Tetranychus urticae) in liverwort (Marchantia polymorpha). Plant Biotechnology, 39: 191–194.

・ Mtow S, Tsutsumi T (2021) First instar nymphs of two peltoperlid stoneflies (Insecta, Plecoptera, Peltoperlidae). Deutsche Entomologische Zeitschrift, 68: 179-188.
・Yoshida K, Uefune M, Ozawa R, Abe H, Okemoto Y, Yoneya K, Takabayashi J (2021) Effects of prohydrojasmon on the number of infesting herbivores and biomass of field-grown Japanese radish 

plants. Frontiers in Plant Science, 12: 695701.
・Uefune M, Abe J, Shiojiri K, Urano S, Nagasaka K, Takabayashi J (2020) Targeting diamondback moths in greenhouses by attracting specific native parasitoids with herbivory-induced plant volatiles. 

Royal Society Open Science, 7: 201592.

昆虫の発生，進化，生態から害虫管理まで

教授 上船 雅義

応用昆虫学、生物資源統計学、
昆虫学特論（大学院）

助教 武藤 将道

基礎昆虫学、動物分類・形態学

昆虫学研究室

100 万を超える種類が知られている昆虫類は，地球上で最大の繁栄を

遂げた動物群の一つです．この昆虫類はどのような進化の道筋をたどり，

現在に至ったのでしょうか．

昆虫学研究室では，①昆虫類の小さな卵の中で起こる胚発生過程を厳

密に追跡し，②比較検討を通して各群の本質的な特徴（グラウンドプラ

ン）を把握，そして③これらのデータと論考に基づき，昆虫類の進化の過

程を描き出すという，比較発生学的な立場からの研究を行っています．

本研究室が採用する「純形態学的な手法に基づく発生学的アプローチ」

は，昆虫類の系統進化を理解する上でたいへん有効であるものの，国外

ではすでに継承が途絶えています．本研究室に蓄積されている昆虫比較

発生学研究のノウハウは，世界的にも貴重なものです．

外部形態観察

組織切片観察

昆虫の発生から進化を考える比較発生学研究

害虫管理に結びつける生態学研究

植物は，様々な植食性昆虫から食害を受けるため，進化の過程で様々

な防衛能力を獲得してきました．植食性昆虫に対する植物の防衛は，害

虫管理に利用できる可能性があります．

昆虫学研究室では，植食性昆虫に対して①毒や忌避物質，トゲなどで自

ら身を守る植物の直接的な防衛能力と②天敵昆虫などの他の生物によ

り身を守ってもらう植物の間接的な防衛能力を明らかにし，③これら植

物の防衛能力を利用して圃場内で害虫の発生が抑制されるかどうかを

評価するという，基礎から応用へ結びついた研究を行っています．

植食性昆虫から食害された植物は，特別な香りを放出し，天敵昆虫を誘

引します．研究テーマの1つとして，この特別な香りを人工合成したもの

（天敵誘引剤）を圃場に設置し，作物が食害を受ける前から防除対象の害

虫の天敵昆虫を誘引し，害虫の発生を抑制する試みを行っています．ま

た，圃場内の天敵昆虫を維持するため給餌技術の開発も行っています． 天敵給餌容器

天敵誘引剤

研究テーマ

研究内容

STAFF

最近の主な論文・著書／
・Shintaro Hirako, Yuki Yano (2024) : Measuring the Structure of German Citizensʼ Awareness of Landscape Conservation: The Case of Lüneburger Heide, 

Scientific reports of the Faculty of Agriculture, Meijo University , 60, 25-35.
・上坂博亨, 堺勇人, 田開寛太郎, 神村佑, 小山泰弘, 中田崇行, 平児慎太郎(2022)：中部支部大会報告‐SDGsの視点から学会大会の取組みを見つめ直す‐, 環境教育, 31(3), 55-60.
・平児慎太郎(2018)：ドイツにおける景観保全に対する意識‐リューネブルガーハイデを事例として‐, 名城大学総合研究所紀要, 23, 113-116.
・平児慎太郎(2018)：沖縄北部3村における農業構造の変化‐パインアップル缶詰の輸入自由化が及ぼした影響評価‐, 名城大学農学部学術報告, 53, 1-7.
・平児慎太郎(2016)：岐阜県における耕作放棄地の発生要因‐パネル分析による接近‐, 開発学研究, 27(2), 64-69.
・平児慎太郎(2016)：遊休農地の発生要因と対応‐岐阜県飛騨地域を事例として‐, 開発学研究, 27(1), 2-9.

美しい農村景観を、取り戻す：棚田景観を「評価」してみよう

准教授 平児 慎太郎

担当授業□生物生産経営学、生物資源経済学、食品経済学
生物生産経営学特論(大学院) 、生物資源経済学特論(大学院)

生物資源経済学研究室

日本の農業・農村にとっての棚田
-その保全・管理に向けた社会的な合意形成を目指して-

【背景】 日本では、国土面積の74％、農地面積や農業産出
額の40％ほどが中山間地域(図1)に分布している。すなわち、
日本の農業・農村を考える上で中山間地域は非常に大きな位置
づけを占めている。これまで大規模で効率的な農業経営の展開
が強く推進されてきたが、一方で中山間地域や島しょ部はこう
した経営の展開が難しく、条件不利地域(Disadvantage area)
とも呼ばれている。条件不利地域では、経営展開の困難さばか
りでなく、農業集落の過疎化や耕作放棄地の発生などネガティ
ブな問題が少なくない。
【棚田】 山の斜面や谷間の傾斜地(傾斜20分の1以上)に階段
状に作られた水田であり、中山間地域に多く分布する。

【研究の着眼点】 これまでの研究成果では、例えば市民に支
払意思額(WTP: Willingness to pay)-棚田の保全に対していく
ら支払う意思があるか?-を計測することにより、棚田の存在価
値や保全価値を貨幣タームで評価してきた。
→これを定量的(Quantative)な分析という。

一方で、さらに分析枠組みが精緻化されてきた。その一つに
テキストマイニング手法を用いた共起ネットワーク分析がある。
当研究室の教員、大学生は、例えば市民に対して「棚田につい
てどのようなイメージを持っているか?」と尋ね、自由回答で
得られたデータから語を抽出することにより、棚田に対するイ
メージや認識、語の共起性を解析している。解析の結果得られ

た出力の一つ-共起ネットワーク図-(図2)を示す。棚田に対す
るイメージや認識を形成する語やそれらの共起性から、市民の
どのような部分への訴えかけが棚田の保全・管理を促す上で有
効かを検証している。
→これを定性的(Qualitative)な分析という。
【私たちが目指すもの】 ここまで述べてきたように、日本の
農業・農村を考える上で、棚田の保全・管理のあり方が重要な
部分の一角を占めている。さらに、近年、棚田を利用した農業
体験やキャンプ、里山散策、ライトアップなど、地域活性化の
コンテンツとして採用されることも増え、こうしたことへの対
応へのcommitの仕方も考えることが求められている。

農学を学ぶことを通じて、農業・農村の“今の姿︓置かれた
状況”を正しく捉え、“将来の姿”について、地域活性化や地域
経済のあり方も含めて考える…私たち生物資源経済学研究室の
仕事はそのための“処方箋づくり”である。

図1 中山間地域のイメージ
引用︓農林水産省HP 
https://www.maff.go.jp/j/nousin/tyusan/siharai_seido/s_about/cyusan/
(2024/03/24確認)

図2 棚田に対する共起ネットワーク図
被験者は富山県在住者589名に対し、棚田、棚田米、棚田オーナー制度に対するイ
メージを尋ねた。 (2019/02に平児が実施)
語を囲むNord間を結ぶEdge上の数値は語の共起性を示すJaccard係数。
引用︓日本環境教育学会中部支部会(2020/12)の報告資料より抜粋

准教授　平児慎太郎

10

生物資源学科

研究テーマ

研究内容

STAFF

最近の主な論文・著書／
・Shintaro Hirako, Yuki Yano (2024) : Measuring the Structure of German Citizensʼ Awareness of Landscape Conservation: The Case of Lüneburger Heide, 

Scientific reports of the Faculty of Agriculture, Meijo University , 60, 25-35.
・上坂博亨, 堺勇人, 田開寛太郎, 神村佑, 小山泰弘, 中田崇行, 平児慎太郎(2022)：中部支部大会報告‐SDGsの視点から学会大会の取組みを見つめ直す‐, 環境教育, 31(3), 55-60.
・平児慎太郎(2018)：ドイツにおける景観保全に対する意識‐リューネブルガーハイデを事例として‐, 名城大学総合研究所紀要, 23, 113-116.
・平児慎太郎(2018)：沖縄北部3村における農業構造の変化‐パインアップル缶詰の輸入自由化が及ぼした影響評価‐, 名城大学農学部学術報告, 53, 1-7.
・平児慎太郎(2016)：岐阜県における耕作放棄地の発生要因‐パネル分析による接近‐, 開発学研究, 27(2), 64-69.
・平児慎太郎(2016)：遊休農地の発生要因と対応‐岐阜県飛騨地域を事例として‐, 開発学研究, 27(1), 2-9.

美しい農村景観を、取り戻す：棚田景観を「評価」してみよう
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生物資源経済学研究室

日本の農業・農村にとっての棚田
-その保全・管理に向けた社会的な合意形成を目指して-

【背景】 日本では、国土面積の74％、農地面積や農業産出
額の40％ほどが中山間地域(図1)に分布している。すなわち、
日本の農業・農村を考える上で中山間地域は非常に大きな位置
づけを占めている。これまで大規模で効率的な農業経営の展開
が強く推進されてきたが、一方で中山間地域や島しょ部はこう
した経営の展開が難しく、条件不利地域(Disadvantage area)
とも呼ばれている。条件不利地域では、経営展開の困難さばか
りでなく、農業集落の過疎化や耕作放棄地の発生などネガティ
ブな問題が少なくない。
【棚田】 山の斜面や谷間の傾斜地(傾斜20分の1以上)に階段
状に作られた水田であり、中山間地域に多く分布する。

【研究の着眼点】 これまでの研究成果では、例えば市民に支
払意思額(WTP: Willingness to pay)-棚田の保全に対していく
ら支払う意思があるか?-を計測することにより、棚田の存在価
値や保全価値を貨幣タームで評価してきた。
→これを定量的(Quantative)な分析という。

一方で、さらに分析枠組みが精緻化されてきた。その一つに
テキストマイニング手法を用いた共起ネットワーク分析がある。
当研究室の教員、大学生は、例えば市民に対して「棚田につい
てどのようなイメージを持っているか?」と尋ね、自由回答で
得られたデータから語を抽出することにより、棚田に対するイ
メージや認識、語の共起性を解析している。解析の結果得られ
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コンテンツとして採用されることも増え、こうしたことへの対
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図1 中山間地域のイメージ
引用︓農林水産省HP 
https://www.maff.go.jp/j/nousin/tyusan/siharai_seido/s_about/cyusan/
(2024/03/24確認)

図2 棚田に対する共起ネットワーク図
被験者は富山県在住者589名に対し、棚田、棚田米、棚田オーナー制度に対するイ
メージを尋ねた。 (2019/02に平児が実施)
語を囲むNord間を結ぶEdge上の数値は語の共起性を示すJaccard係数。
引用︓日本環境教育学会中部支部会(2020/12)の報告資料より抜粋
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昆虫学研究室

100 万を超える種類が知られている昆虫類は，地球上で最大の繁栄を

遂げた動物群の一つです．この昆虫類はどのような進化の道筋をたどり，

現在に至ったのでしょうか．

昆虫学研究室では，①昆虫類の小さな卵の中で起こる胚発生過程を厳

密に追跡し，②比較検討を通して各群の本質的な特徴（グラウンドプラ

ン）を把握，そして③これらのデータと論考に基づき，昆虫類の進化の過

程を描き出すという，比較発生学的な立場からの研究を行っています．

本研究室が採用する「純形態学的な手法に基づく発生学的アプローチ」

は，昆虫類の系統進化を理解する上でたいへん有効であるものの，国外

ではすでに継承が途絶えています．本研究室に蓄積されている昆虫比較

発生学研究のノウハウは，世界的にも貴重なものです．

外部形態観察

組織切片観察

昆虫の発生から進化を考える比較発生学研究

害虫管理に結びつける生態学研究

植物は，様々な植食性昆虫から食害を受けるため，進化の過程で様々

な防衛能力を獲得してきました．植食性昆虫に対する植物の防衛は，害

虫管理に利用できる可能性があります．

昆虫学研究室では，植食性昆虫に対して①毒や忌避物質，トゲなどで自

ら身を守る植物の直接的な防衛能力と②天敵昆虫などの他の生物によ

り身を守ってもらう植物の間接的な防衛能力を明らかにし，③これら植

物の防衛能力を利用して圃場内で害虫の発生が抑制されるかどうかを

評価するという，基礎から応用へ結びついた研究を行っています．

植食性昆虫から食害された植物は，特別な香りを放出し，天敵昆虫を誘

引します．研究テーマの1つとして，この特別な香りを人工合成したもの

（天敵誘引剤）を圃場に設置し，作物が食害を受ける前から防除対象の害

虫の天敵昆虫を誘引し，害虫の発生を抑制する試みを行っています．ま

た，圃場内の天敵昆虫を維持するため給餌技術の開発も行っています． 天敵給餌容器

天敵誘引剤
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